


（１）　実質赤字比率 －　％ （実質収支比率　6.68％）

※赤字額がなく比率が算定されないため「－」と表示しています。

ア　一般会計等の実質収支 （単位：千円）

（単位：千円）

イ　標準財政規模

うち、臨時財政対策債発行可能額

《算定方法》

実質赤字比率　＝ ×１００

歳入歳出
差 引 額

翌年度へ繰り
越すべき財源

実質収支額

Ａ Ｂ Ｃ(A-B)

会 計 名

4,596,9274,848,190一 般 会 計

歳入総額 歳出総額

Ｄ Ｅ(C-D)

163,73887,525251,263

87,525 163,738

2,448,058

182,914

合 計 4,848,190 4,596,927 251,263

アのＥ欄合計（※マイナスの場合のみ）

イ

健全化判断比率

　本市の健全化判断比率の各比率については、下記のとおりとなっています。

　一般会計等を対象とした実質赤字額の標準財政規模に対する比率であり、これが生じた場合
には赤字の早期解消を図る必要があります。

本市の一般会計等について、平成２２年度は実質赤字額がなかったことから、本比率につい
ては、該当なしとなっています。

地方公共団体の財政の健全化に関する法律に基づく
平成22年度の健全化判断比率並びに資金不足比率について
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（２）　連結実質赤字比率 －　％ （連結実質収支比率　18.64％）

※赤字額がなく比率が算定されないため「－」と表示しています。

（単位：千円）

《算定方法》

連結実質赤字比率　＝ ×１００

163,738

101,432

78

臨時財政対策債発行可能額を含む

区分

ウ

⑤　後期高齢者医療特別会計

ア　一般会計等の実質収支額

備考

（１）アのＥ欄合計

資金不足がある場合はマイナス
計上

金額

イ　その他の会計の資金不足額又は資金剰余額
     の合計（①＋②＋③＋④）

2,448,058ウ　標準財政規模

292,765

0

191,255

ア＋イ（※マイナスの場合のみ）

①　市営公共下水道特別会計

③　病院事業会計

④　国民健康保険特別会計

　一般会計等に公営企業会計や国民健康保険等の会計を含めた全ての会計を対象とした実質
赤字額（または資金不足額）の標準財政規模に対する比率であり、これが生じた場合には問題
のある会計が存在することになり、その会計の赤字の早期解消を図る必要があります。

②　市営神威岳観光特別会計 0

平成２２年度は、全ての会計において実質赤字額及び資金不足額がなかったことから、本比
率については、該当なしとなっています。
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（３）　実質公債費比率 １８．４　％ （3か年平均）

（単位：千円）

ア

イ

ウ

エ

《算定方法》

実質公債費比率（単年度）　＝ ×１００

金額 備考区分

元利償還金（公債費充当一般財源）

準元利償還金

基準財政需要額に算入された公債
費及び準公債費

実質公債費比率（単年度）

（ア＋イ）－ウ

※繰上償還金を除く

公営企業債繰入金
公債費に準じる一部事務組合等負担金
公債費に準じる債務負担行為等

事業費補正、密度補正により算入された額
災害復旧費等に係る額

臨時財政対策債発行可能額を含む

450,142

249,957

440,652

H20　23.90164
H21　18.55083

標準財政規模 2,448,058

１２．９２４４９％

エ－ウ

　一般会計等が負担する元利償還金及び準元利償還金の標準財政規模に対する比率であり、
18％を超えると起債発行に際し許可が必要になり、25％を超えると一部の起債発行が制限され
ます。

平成２０年度において、実質公債費比率が早期健全化基準（２５．０％）を上回り「財政健
全化団体」に該当しましたが、平成２１年度には、分子となる元利償還金や病院事業会計、市
営公共下水道特別会計に対する公営企業準元利償還金が減少したことなどから、早期健全
化基準を下回る２３．３％となり、健全な段階となりました。
なお、来年度は起債許可団体の基準である１８％を下回る見込みです。
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（４）　将来負担比率 １１５．６　％

（単位：千円）

ア

イ

ウ

エ

オ

カ

キ

ク

ケ

コ

サ

シ

ス

《算定方法》

将来負担比率　＝ ×１００

備考

一般会計等に係る地方債の現在高 4,952,227

債務負担行為に基づく支出予定額

一般会計等以外の特別会計に係
る地方債の償還に充てるための一
般会計等からの繰入見込額

組合が起こした地方債の償還に係
る地方公共団体の負担見込額

退職手当支給予定額に係る一般
会計等負担見込額

区分 金額

334,660

地方債の償還等に充当可能な特
定の収入

地方債の償還等に要する経費とし
て基準財政需要額に算入されるこ
とが見込まれる額

標準財政規模

基準財政需要額に算入された公債
費及び準公債費

設立法人の負債の額等に係る一
般会計等負担見込額

連結実質赤字額

組合等の連結実質赤字額に係る
一般会計等負担見込額

地方債の償還額等に充当可能な
基金の残高の合計額

砂川地区保健衛生組合、中空知広域水道企業
団、中・北空知廃棄物処理広域連合

1,810,555 一般会計等対象職員

0

2,303,161
病院事業会計、市営公共下水道特別会計、市
営神威岳観光特別会計の繰入見込額

0

893,453
財政調整基金、改良住宅敷金基金、市営住宅
敷金基金、歌志内ふるさと応援基金

0 損失補償債務等に係る一般会計等負担見込額

0

2,448,058 臨時財政対策債発行可能額を含む

440,652

（ア＋イ＋ウ＋エ＋オ＋カ＋キ＋ク）－（ケ＋コ＋サ）

　一般会計等が将来負担すべき実質的な負債の標準財政規模に対する比率であり、これらの負
債が将来の財政を圧迫する可能性が高いかどうかを示すものです。

2,097,341 住宅使用料

4,087,339

シ－ス

平成２２年度は、繰上償還等による地方債現在高の減などにより比率は減少しましたが、依
然として将来負担額に占める地方債現在高、公営企業債等繰入見込額の比率が多いことから、
一般会計等及び公営企業会計における地方債残高が、本市の財政に与える影響が大きいこ
とを示しています。
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法適用企業（病院事業会計） －　％ （資金剰余比率　45.88％）

※　資金不足額がなく比率が算定されないため「－」と表示しています。

ア　資金不足額 （単位：千円）

※　D欄がマイナスの場合、資金不足額となる。

イ　事業の規模 （単位：千円）

《算定方法》

資金不足比率（法適用）　＝ ×１００

法非適用企業（市営公共下水道特別会計） －　％ （資金剰余比率　0.00％）

法非適用企業（市営神威岳観光特別会計） －　％ （資金剰余比率　0.00％）

※　資金不足額がなく比率が算定されないため「－」と表示しています。

ア　資金不足額 （単位：千円）

※　D欄がマイナスの場合、資金不足額となる。

イ　事業の規模 （単位：千円）

《算定方法》

資金不足比率（法非適用）　＝ ×１００

　資金不足比率は、各公営企業ごとの資金不足額の事業規模に対する比率であり、これが生じた場
合には資金不足の早期解消を図る必要があります。

211,122 19,867 0

資金不足比率

資金不足額又
は資金剰余額

算入地方債流動負債

191,255

流動資産
会計名

B C D（A－B-C)

病 院 事 業 会 計

会計名
営業収益の額

受 託 工 事
収 入 の 額

A

病 院 事 業 会 計 416,844 0 416,844

事業の規模 備考

E F G（E-F）

D（※マイナスの場合のみ）

G

会計名
歳入額 歳出額 算入地方債

資金不足額又
は資金剰余額

A B

市 営 神 威 岳 観 光 特 別 会 計 21,372 21,372 0 0

0市 営 公 共 下 水 道 特 別 会 計 432,444

受 託 工 事
収 入 の 額

事業の規模

E F

C D（A－B-C)

市 営 公 共 下 水 道 特 別 会 計 89,528

市 営 神 威 岳 観 光 特 別 会 計 155,256

会計名
営業収益の額

0 89,528

備考

432,444

G（E-F）

0

D（※マイナスの場合のみ）

G

0 155,256

平成２２年度は、全ての公営企業において資金不足額がなかったことから、本比率について
は該当なしとなっています。
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